
福山北商工会 

中小企業景況調査 

（第２四半期） 

2025 年 7 月～9 月実績 

2025 年 10 月～12 月予測 

 

2025 年度福山北商工会は中小企業庁が公表する「経営発達支援計画」の認定を受けました。 

その事業の１つとして管内事業所の景況調査を実施し、基礎データを公表いたします。 

 

1. 調査要領 

（１） 福山北商工会 管内地域基本情報 

福山北商工会管内（駅家町・加茂町・山野町・北匠町）事業者数は、令和６年度版統計ふくやま

によると１，１１９者であり、内訳は建設業１２６者、製造業２０２者、小売・サービス業その他

７９１者である。 

（２） 調査対象 

対象地区：駅家町、加茂町、山野町、北匠町 

対象企業：１５者 

＊製造業４者、建設業５者、小売業２者、小売・サービス業その他４者 

（３） 調査方法 

経営指導員による訪問面談等での聞き取りによる調査 

（４） 調査期間 

２０２５年 7 月～9 月 

（５） 調査時点 

２０２５年９月１日 

（６） ＤＩ（ディフュージョン・インデックス 景気動向指数）とは 

前年同期に比べて「増加（上昇・好転）」―「減少（低下・悪化）」の回答企業の比率。 

例えば、売上高の前年同期比で「増加」の回答企業５０％、「不変」回答企業３０％、「減少」回答

企業２０％の場合、ＤＩは５０－２０＝３０となり、売上高の面では「増加（上昇・好転）」気運

にあることを表す。 

 

2. 福山北商工会地域の状況 

全業種の業況（今期の状況、次期の見通し）＊ＤＩ値のみ 

 
 

 



 
 設備投資の状況 

   

 今期設備投資を実施したのは１者。内容は生産設備であった 

 来期は４者のうち２者が設備投資を計画しており、生産設備等の設備投資を計画 

 

 今期直面している経営上の問題点 
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直面している経営上の問題点
需要の停滞

原材料価格の上昇

製品（加工）単価の低下・上昇難

生産設備の不足・老朽化

従業員の確保難



 

 

 設備投資の状況 

   

 今期設備投資を実施したのは５者のうち１者で、車輛・運搬具の設備投資を実施 

 来期設備投資を計画しているのは５者のうち 3 者で、車輛・運搬具等の設備投資を計画 

 

 今期直面している経営上の問題点 
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直面している経営上の問題点

材料価格の上昇

請負単価の低下・上昇難

材料費・人件費以外の経費の増加

新規参入業者の増加

金利負担の増加

人件費の増加

従業員の確保難

熟練技術者の確保難

民間需要の停滞



 
 

 設備投資の状況 

  

 今期設備投資をしたのは２者のうち無し 

 来期の設備投資を計画しているのは２者のうち 1 者で通信機器の設備投資を計画 

 

 今期直面している経営上の問題点 
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 設備投資の状況 

  
 今期設備投資をしたのは４者のうち１者で、付帯設備の設備投資を実施 

 来期設備投資を計画しているのは４者のうち１者で、サービス設備の設備投資を計画 

 

 今期直面している経営上の問題点 
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直面している経営上の問題点

店舗施設の狭隘・老朽化

利用料金の低下・上昇難

新規参入業者の増加

材料仕入単価の上昇

利用者ニーズの変化への対応

需要の停滞

その他


